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なぜ、今「IMS(イノベーション・マネジメントシステム)」なのか︖

国際規格策定に関わるJINだからこそ伝えられる、IMSの“意図”と“使いこ
なし方”。単なる規格解説ではなく、実務に効く本質を学べます。

JIN講師による
直接指導

通常3ヶ月のIMSAPスタジオを2日間に凝縮。理論×実践ワークで、短期
間でも理解と実行力を確実に獲得できます

圧倒的なタイム
パフォーマンス

研修のゴールは“理解”ではなく“実行”。2日間で、自社のIMS導入に向け
た具体的なロードマップが完成します。

社内提案に直結する 
「実行計画」の完成

■本プログラムを勧める企業・組織
経営企画、新規事業推進、組織開発担当者など、組織内外で
イノベーションに関わる全ての方
• 個人の情熱や天才頼みの活動から脱却し、将来にわたって再

現性のある「組織の仕組み」を構築したい
• 「経営と現場」のズレをなくし、さらに「企業間共創」もス

ムーズにする共通の物差し（共通言語）を構築したい
• 単なる「掛け声」や一過性の「イベント」で終わらせず、持

続的に成果を生み出す組織の「仕組み」として定着させたい

◆価格(税別)
25万円／人（テキスト含む）

変化は待ってくれない︓ 昨日の成功法則が通用しない時代、変化を待
つのではなく、自ら未来を創り出す組織の力が不可欠です。

天才ではなく仕組みで生み出す︓ 個人の情熱や天才に頼る活動を卒業
し、組織全体で継続的に新しい価値を生み出す体制へ移行します。

共通の物差しで加速する︓ 判断のブレや社内外の足並みの乱れをなく
すため、世界共通のフレームワーク（ISO56000シリーズ）で意思
決定を最速化します。

導入の第一歩を確実に踏み出すための2日間。
IMSの基礎を学び、自社の導入ロードマップまで描き切る短期集中プログラム。

IMSAPスタジオ短期集中講義 2日間コース の提供価値

IMSAP Studio
のエッセンスを
2日間に凝縮

お一人での参加も歓迎。
自社に持ち帰れる導入シナリオを、講師
陣と共に磨き上げていただけます。

■受講企業様の声（IMSAPスタジオ実績）
• 「IMSを知ることで、イノベーション推進の筋道が明確に

なった。組織に何が不足し、何を獲得すればよいのかに気付
くことができた」（大手製造業 新規事業部門）

• 「日本におけるIMSの第一人者から直接指導を受けられる貴
重な機会。業界が違っても課題が共通であることに気づい
た」（ITサービス企業 経営企画）

イノベーションを「偶然」から「必然」へ、「個人の才能」から「組織の能力」へ。

開講日： Day1：2026年８月21日(金) Day2 ： 8月26日(水)

※Day2日程が当初ご案内していた「8月28日（金）」から変更となりました。

会場： 東京都港区新橋1-1-13 アーバンネット内幸町ビル3階 CROSSCOOP内

IMSAPスタジオ短期集中講義2日間
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お問い合わせ・お申込みはこちらから
ims@ji-network.org

理論の体得から実践ロードマップ作成までのカリキュラム

講義
専門家による講義で

深い理解と自社導入のヒント

事前課題
解説本を読んで

IMSの簡易自己診断

当日ワーク
学習を踏まえた当日の振り返りと
導入に向けたロードマップ作成

× ×

Day1 8/21（金） 10:00-17:00

Day2 8/26（水） 10:00-17:00

尾﨑 弘之真野 毅松本 毅仙石 太郎
JIN ディレクター
ISO国際交渉担当

JIN 理事
ISO国内審議委員

JIN 常務理事
IMSエバンジェリスト

JIN 代表理事

国際交渉の経験を活かし、
IMSの最新動向と実装のポ
イントをわかりやすく解説。

国際規格の議論に深く関与。
IMSを組織に根付かせるた
めの実務的視点を提供。

企業のイノベーション推進
を多数支援。IMSの実践と
組織変革を結びつけるスペ
シャリスト。

IMSの国内外普及を牽引。
規格策定の現場経験をもと
に、実務に根ざした導入の
ポイントを伝える。

実践ワーク講義と対話IMS項目

・なぜ自社にIMSが必要か
・説得すべき役員と巻き込む仲間の
候補をリスト化

IMSとは何か（概要）
・なぜイノベーションにマネジメントシステムが必要か
・IMSの全体像を理解する
・ISO56002の意味合いを理解する

・IMSの基本
・ISO56002概要解説
・IMSの原則
・IMSコンパス

・組織の現状、リーダーシップ、計画
策定に関する課題
・IMS 導入に向けた道筋

IMSをデザインする（意図・リーダーシップ・戦略計画）
・自社の組織の現状を把握する
・リーダーシップの重要性を理解する
・計画策定の重要性を理解する

・組織の状況(4章)
・リーダーシップ(5章)
・ 計画(6章)

・自社の支援体制の課題
・IMS導入に向けた道筋

イノベーションを支援する仕組み
・支援体制の重要性を理解する
・経営資源の投入のあり方を考える

・支援体制(7章)

実践ワーク講義と対話IMS項目

・自社のイノベーション活動のあり方
・役員・仲間へのアプローチ準備

イノベーションプロセスと活動
・イノベーション活動を理解する
・そのプロセスのあり方を考える

・イノベーション活動(8章)

IMSレビュー（パフォーマンス評価と改善）
・マネジメントシステムの評価・改善の重要性を理解する
・各社のIMS 導入に向けた現状を共有し合う

・パフォーマンス評価と改善
（9/10章）

国際規格の最前線と導入の実践知を網羅するJINならではの講師陣

https://ji-network.org/
mailto:ims@ji-network.org

